
す
る
場
合

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を
、
社
会

保
険
事
務
局
事
務
セ
ン
タ
ー
あ
て

に
郵
送
す
る
こ
と
で
、
申
請
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、窓
口
で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
国
民
年
金

担
当
・
℡
２
２
４-

５
７
６
４

春
は
異
動
の
季
節
、

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

■
国
保
加
入
の
届
け
出
は
？

川
越
市
に
転
入
し
た
り
、
会
社

な
ど
を
退
職
し
た
り
し
て
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国

保
に
加
入
す
る
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

国
保
の
加
入
は
、
転
入
し
た
日

ま
た
は
他
の
健
康
保
険
を
喪
失
し

た
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

退
職
後
も
会
社
の
健
康
保
険
に
継

続
加
入
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
勤
務
先
の
健
康

保
険
担
当
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

届
け
出
に
必
要
な
物

①
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
…

今
ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
を
喪
失
し
た
証
明
書
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②
国
民
健
康
保
険
証
…
現
在
世
帯

内
に
国
保
の
加
入
者
が
い
る
場

合
、
加
入
し
て
い
る
方
の
保
険

証
③
運
転
免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー

ト
…
お
持
ち
の
方

＊
現
在
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
給
し
て
い
る
六
十
五
歳
未
満

の
方
は
、
年
金
加
入
期
間
が
一
定

以
上
で
あ
れ
ば
退
職
者
医
療
制
度

で
の
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
。
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が
記
載

さ
れ
て
い
る
年
金
証
書
も
、
い
っ

し
ょ
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
保
喪
失
の
届
け
出
は
？

国
保
に
加
入
し
て
い
て
、
就
職

な
ど
に
よ
り
会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
喪
失
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
方
は
、
喪
失
の
届
け
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
必
要
な
物

①
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
証

②
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
証

■
届
け
出
窓
口

国
保
加
入
・
喪
失
と
も
、
国
民

健
康
保
険
課
（
本
庁
舎
二
階
）
・

出
張
所
・
連
絡
所
。

問
い
合
わ
せ
…
国
民
健
康
保
険
課

℡
２
２
４-

５
８
３
６

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

こ
と
し
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

一
万
四
千
四
百
十
円
（
年
額
十
七

万
二
千
九
百
二
十
円
）
で
す
。

納
付
書
は
、
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
四
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
届
か
な
い
場
合
は
、
埼
玉
国

民
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡

２
４
８-

１
１
６
５
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

納
付
書
で
納
め
る
場
合
の
割
引

国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
割
り

引
き
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
年
前
納
…
十
六
万
九
千
八
百
五

十
円
（
割
引
額
＝
三
千
七
十

円
）、
納
期
は
４
月
30
日
戚
ま

で
半
年
前
納
…
八
万
五
千
七
百
六
十

円
（
割
引
額
＝
七
百
円
）、
納

期
は
、
前
期
分
が
４
月
30
日
戚

ま
で
、
後
期
分
は
10
月
31
日
昔

ま
で

年
度
途
中
か
ら
来
年
三
月
ま
で
前

納
…
割
引
額
は
五
十
〜
二
千
五

百
六
十
円
（
納
め
る
月
が
早
い

ほ
ど
割
引
が
大
き
く
な
り
ま

す
）、
納
期
は
、
前
納
し
よ
う

と
す
る
月
の
末
日
ま
で

年
度
特
例
を
受
け
、
引
き
続
き
希

望
す
る
方
も
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
…
大
学
・
短
大
・
高
校
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど

に
在
学
す
る
二
十
歳
以
上
の
学

生
（
所
得
制
限
あ
り
）

用
意
す
る
物
…
学
生
証
（
新
し
い

学
年
の
物
）
ま
た
は
在
学
証
明

書
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

受
け
付
け
…
市
民
課
（
本
庁
舎
一

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所

年
金
額
へ
の
影
響
…
老
齢
基
礎
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
納
付
特
例
期

間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
十

年
間
追
納
で
き
ま
す
（
三
年
目

か
ら
加
算
金
が
付
き
ま
す
）

●
平
成
十
九
年
度
の
学
生
納
付
特

例
申
請
時
に
在
学
予
定
期
間
を

申
請
書
に
記
載
し
、
特
例
が
承

認
さ
れ
て
い
て
、
同
二
十
年
度

も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学

口
座
振
替
で
納
め
る
場
合
の
割
引

一
年
前
納
…
十
六
万
九
千
三
百
円

（
割
引
額
＝
三
千
六
百
二
十

円
）、
引
き
落
と
し
は
４
月
30

日
戚

半
年
前
納
…
八
万
五
千
四
百
八
十

円
（
割
引
額
＝
九
百
八
十
円
）、

引
き
落
と
し
は
、
前
期
分
が
４

月
30
日
戚
、
後
期
分
が
10
月
31

日
昔

当
月
引
き
落
と
し
…
一
万
四
千
三

百
六
十
円
（
割
引
額
＝
五
十

円
）、
引
き
落
と
し
は
当
月
末

日
＊
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
一
月

二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
一
一

六
七
号
・
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
申
請

四
月
か
ら
新
年
度
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
二
十
歳
以
上
の
学

生
で
本
人
の
所
得
が
少
な
く
、
保

険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に

保
険
料
を
後
払
い
で
き
ま
す
。
前

ご
み
ゼ
ロ
運
動
６
月
１
日
隻
・
10
月
26
日
隻

「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
は
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
市

民
運
動
。
こ
と
し
は
、
右
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
各
団
体
の
行

事
予
定
な
ど
を
決
め
る
と
き
に
は
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
資
源
循
環
推
進
課
・
℡
２
２
４-

５
９
０
８
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後期高齢者医療制度に該当する重度心身障害者医療受給者の
医療費の支給方法が変わります
４月１日惜から老人保健制度に代わり、後期高齢者医療制度が始まります。これに伴い、後期高齢者医療制度に

該当する重度心身障害者医療受給者の医療費の支給方法が下記のとおり変更されます。詳しくはお尋ねください。
受給者証について
現在お持ちの「重度心身障害者医療費受給証明書」（白色）は３月末日で失効し、「重度心身障害者医療費受給者

証」（うぐいす色）へ切り替わります。この受給者証は３月24日に送付しました。３月31日席に住所の町名地番変
更がある方には、４月１日惜に発送する予定です。
支給方法について
①窓口無料扱い（現物給付）
市内の医療機関などで受診する際、後期高齢者医

療被保険者証と重度心身障害者医療費受給者証を提
示すれば、窓口無料扱いとなりますので、保険診療
分の支払いはありません（一部医療機関を除きま
す）。ただし、１つの医療機関につき１か月の一部
負担金が12,000円以上のときは、②の償還払いと
なります。
②償還払い
●市外の医療機関などで受診した場合や、市内の１つの医療機関における１か月の一部負担金が12,000円以上の場合
一部負担金などをいったん支払い、川越市重度心身障害者医療費支給申請書により市へ請求し、支給を受ける方

法です。支給申請書は、診療を受けた月の翌月以降に医療助成課（本庁舎２階）・出張所・連絡所に提出してくだ
さい（郵送可）。市内医療機関などで受診のときは、支給申請書を医療機関の窓口に提出できる場合があります。
問い合わせ…医療助成課・℡224－5842

市内の
医療機関

高額医療・高額介護合算制度が始まります ～ 申請は来年９月から ～
４月から、医療保険および介護保険の自己負担の合計額が著しく高額になる場合において、市民の皆さんの経済

的な負担を軽減するため、「高額医療・高額介護合算制度」が始まります。
これは、各医療保険（国民健康保険・被用者保険・後期高齢者医療制度など）加入世帯に介護保険受給者がいる

場合、被保険者からの申請に基づき、世帯単位で医療と介護の自己負担額を合算し、新たに設定される自己負担限
度額を超えた場合に、「高額医療合算介護（介護予防）サービス費」を支給する制度です。詳しくはお尋ねくださ
い。また、各被用者保険に関しては、加入している医療保険者に確認してください。

対象…各医療保険における世帯のうち、医療と介護の両制度共に自己負担がある世帯
制度の仕組み…支給総額を計算したうえで、各制度で支給する額を計算
＊支給総額＝「世帯における医療・介護の自己負担額の年間合計額」から「自己負担限度額」を除いた額。
＊「世帯における医療・介護の自己負担額の年間合計額」＝毎年８月１日から翌年７月31日までを対象年度とし、
医療保険と介護保険の自己負担額が対象（医療保険は一部負担金など、介護保険は利用者負担額が対象で、食費・
差額ベッド代などは含まない。また、高額療養費や高額介護サービス費が支給される場合には、その支給額を差し
引いた額）。
＊「自己負担限度額」＝各医療保険の制度や所得・年齢区分に応じて設定。
経過措置…施行初年度の平成20年度については、対象年度よりも前に制度が施行されることから、計算期間を平
成20年４月１日惜から同21年７月31日昔の16か月間に延長するとともに、自己負担限度額についても通常の
額の３分の４に増額して計算
申請手続き…来年９月以降、介護保険課（本庁舎１階）で介護の自己負担額の証明を受けて、各医療保険者に申請
してください
＊詳しくは、今後、広報川越や市ホームページなどでお知らせします。
問い合わせ…介護保険に関して＝介護保険課・℡224－5817

国民健康保険に関して＝国民健康保険課・℡224－5833
後期高齢者医療制度に関して＝医療助成課・℡224－5842

市外の
医療機関

１か月の一部負担金が
12,000円未満

１か月の一部負担金が
12,000円以上

①窓口無料

②償還払い


